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  教育委員会事務局 
 

(1) 教育委員会の充実 

  教育行政への市民参画の推進と教育委員会の活性化を図るため、教育委員会評議会を年に2

回実施し、「新学習指導要領への対応」、「令和2年度学校教育新規・充実事業「子どもの未

来輝きプラン」（案）及び令和元年度城陽市立小・中学校教職員時間外在校時間集計結果」

等について意見交換するとともに、市民の意見の集約を行いました。 

  

(2) 学校教育 

ア  奨学金・奨励金の支給 

辻教育振興基金により、勉学の分野で大学院生2人、スポーツの分野で高校生1人、大学生1

人に奨励金を支給するとともに、大会・合宿経費としてスポーツ振興奨励金を中学生延べ24

人に支給し、教育の振興に努めました。 

  また、令和元年度より、大学等を卒業後に就業し、5年以上本市に定住する者を対象に、在

学中に貸与を受けた奨学金の返還を支援する制度を新たに創設し、28人を令和元年度登録者

として決定しました。 

イ  英語指導助手（ＡＥＴ）の配置及び教育委員会だよりの発行 

  英語指導助手は、8人体制とし、計画的に小・中学校へ配置することにより、英語教育の充

実と国際交流及び国際理解教育の推進に努めました。 

  また、学校における特色ある取組の周知や、教育行政における問題などの提起を目的とし

た、「学校教育だより」を学期ごとに発行し、保護者等に配布しました。 

ウ  教員の資質向上 

  公教育を推進し、学力の充実等の教育課題への対応や、特色ある教育活動の創造に向けた

教員の資質向上を図ることを目的に、小・中学校やグループに対する研究指定及び市外研修

の実施を通して、より積極的な研究活動の推進を奨励・支援し、教育行政と学校との緊密な

連携に基づいた教育実践の研究を継続的に実施しました。 

  また、教育公務員としての使命と責任を自覚し、市民の信託に応え、信頼される公教育の

担い手となることを目的として、本市独自の研修等を実施しました。 

 さらに、新学習指導要領の全面実施に向けて、外国語教育における授業改善のポイントに

ついて共通理解を図るため、全教員を対象とする研修大会を実施しました。 

エ  就学援助 

  経済的理由により就学が困難な児童生徒の保護者に対して、学用品費、給食費及び医療費

等必要な援助を行いました。 

 また、新入学生については、新入学用品費の入学前支給を行いました。 
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オ  教育活動の充実・部活動の振興 

  児童生徒の学力向上に向け、引き続き学力向上等推進委員会において、授業改善の取組を

進めるとともに、系統的な学力分析や児童一人ひとりの課題に応じた学習指導を進めるため

に、小学校の全学年で学力テストを実施しました。 

 また、特色ある学校づくりの推進を図るため、特色ある学校教育推進事業を実施し、各

小・中学校の総合的な学習の時間をはじめとする福祉体験、職場体験等の体験学習の充実、

授業等に社会人講師を登用し地域の教育資源の積極的活用を図るなど、各校において、創

意・工夫した教育課程の編成・実施に努めました。 

さらに、中学校部活動に対する支援のため、外部指導者の充実を図るとともに、山城大会

以上に出場する生徒への交通費等を補助し、部活動の振興を図りました。 

 教育充実補助員については、各小・中学校に1人を配置し、学校での教育の充実に努めると

ともに、家庭学習習慣と基礎・基本の定着を図ることを目的とし、久津川小学校、久世小学

校、寺田小学校、今池小学校、富野小学校、青谷小学校に対し、学習支援員を配置しまし

た。 

カ  幼児教育の充実 

  幼児教育の振興を奨励するため、私立幼稚園就園奨励費補助金として、満3歳児、3歳児、4

歳児及び5歳児に総額4,298万3,900円を補助するとともに、第3子以降保育料無償化事業を実

施し、公立及び私立幼稚園の保護者に総額166万8,800円の補助を行い、幼稚園児に係る保育

料の保護者負担の軽減を図りました。 

また、10月からは、幼児教育の無償化により、入園料、保育料及び預かり保育料分につい

て、幼児教育無償化給付金として1億481万2,520円を、副食費分について、幼児教育無償化補

足給付金として176万9,202円を補助しました。 

さらに、私立幼稚園で実施する内科・歯科の健康診断費用に対する補助金及び特別支援教

育振興補助金を継続し、私立幼稚園の振興に努めました。 

  市立幼稚園では、教育時間終了後、希望する園児を対象に預かり保育を実施し、保護者の

勤労形態の多様化に伴う保育需要に対応しました。 

  また、市立幼稚園の一室に設置している、未就園児とその保護者を対象とする幼児教育セ

ンターで、子育て支援を進めました。 

今後の公立幼稚園の効果的な運営の在り方について、外部有識者等の意見を伺うため、城

陽市公立幼稚園運営懇話会を開催しました。 

キ  生徒指導事業 

  教育相談等の充実を図るために、全中学校及び富野小学校に「スクールカウンセラー」を

配置し、中学校を拠点として各校区の小学校も担当するとともに、全中学校に「心の教室相

談員」を、今池小学校、南城陽中学校には「心の居場所サポーター」を、富野小学校、西城
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陽中学校、南城陽中学校には「まなび・生活アドバイザー」を配置しました。 

  不登校対策事業としては、4人の相談員による相談活動及び適応指導教室（ふれあい教室）

の指導の充実に努め、引き続き、20時まで相談窓口を開設するとともに、電子メールでの相

談受付を実施し、いじめ問題等に悩む子どもや保護者が相談できる体制を整備しました。 

 適応指導教室（ふれあい教室）については、施設の老朽化や通室の利便性等を考慮し、市

内中心部である寺田駅近隣へ移転しました。 

さらに、学習支援及び相談活動の促進を図ることにより、学校復帰及び教室復帰を目指す

取組を進め、特別支援教育の視点を取り入れながら、社会的な自立を支援する効果的な方策

の調査研究について府の委託を受けて、実施しました。 

また、全中学校に「スチューデント・リーダー」を配置し、生徒指導支援事業の充実を図

りました。 

  学校安全対策については、より一層の充実を図るため、地域と情報の共有化を進め、安全

と安心の地域づくりに向けて、不審者や痴漢等に関する情報（「防犯メール」）を配信し、

学校と地域が一体となり、地域のネットワークづくりを踏まえた実践的取組を行うための経

費を補助する「学校・地域連携推進事業費補助金」を交付しました。防犯啓発活動の強化と

しては、小学校新入生を対象に「防犯ブザー」を配布し、小学校区ごとに「ひと目につきに

くいところ」や「こども110番の家」を示した「通学路あんぜんマップ」を児童生徒全員に配

布しました。 

ク  情報教育の充実 

  教育用コンピュータについて、全小・中学校で、児童生徒が1人1台使えるように整備して

おり、令和元年度は西城陽中学校と南城陽中学校の機器について、タブレットとしても活用

できる2in1端末への更新を行うとともに、普通教室へ大型モニターを導入しました。 

ケ  図書館教育の振興 

  図書館司書5人を全小・中学校に巡回配置するとともに、市図書館との連携を深め、図書の貸

出を継続する等、子どもたちの読書活動の推進に向けた環境整備を進め、図書館教育の振興に

努めました。 

  また、「第二次城陽市子どもの読書活動推進計画」に基づき、子どもたちが自主的に読書に

親しめるようにするため、楽しく読書ができる環境づくりを積極的に進めました。 

 コ 特別支援教育 

 個々の児童生徒の教育的ニーズに応じた適切な支援を行うために、全小学校に特別支援教

育支援員を配置し、充実に努めました。 

サ 歯の健康 

 虫歯予防のため、全小学校でフッ化物洗口の取組を行いました。 

シ コミュニティ・スクール制度 
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 地域に開かれた学校づくりをさらに推進するため、平成30年度に引き続き、全小・中学校

をコミュニティ・スクールに指定しました。 

ス 城陽こども文化・科学賞及び「ふるさと城陽」絵画コンクール 

 自己を高める学びや活動への努力の結果及び学校の教育活動や家庭での自主的な研究・創

作における成果物等について、特に優れていると認められるものを表彰することにより、城

陽の未来を担う子どもたちの学びへの努力と、教職員や保護者の子どもたちへの支援を称え

励ますため、城陽こども文化・科学賞の表彰を行いました。 

また、市の子どもたちや市民に一層「ふるさと城陽」への愛着と誇りの心を醸成するた

め、「ふるさと城陽」絵画コンクールを行いました。 

セ 無線ＬＡＮ環境の整備 

 ＩＣＴ教育の推進を目的とし、小学校10校の普通教室に無線ＬＡＮ環境の整備を行いまし

た。 

ソ 緊急連絡設備の整備 

 学校内での突発的な事故等の際の緊急連絡を行うため、職員室と学校の各階の要所に緊急

連絡設備を設置しました。 

 

(3) 教育施設の整備 

城陽中学校、南城陽中学校及び北城陽中学校のブロック塀について、安全性を確保するた

め撤去し、代替フェンスの設置工事を行いました。 

また、学校施設等を総合的観点で捉え、効率的かつ効果的な改修を行い、中長期的な更新

及び維持管理等に係るトータルコストの縮減や財政負担の平準化を図ることを目的とした

「城陽市学校施設等長寿命化計画」を策定しました。 

さらに、久世小学校及び東城陽中学校の洋式化等トイレ改修工事、富野小学校のグラウン

ド改修工事及び西城陽中学校の校舎屋上防水改修工事を行うことで、教育環境の整備を計画

的に進めるとともに、日常の学校施設等の維持管理を適切に行うため、直接施工による施設

の補修・改善を実施しました。 

また、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）を引き続き市立幼稚園及び全小・中学校に配置しま

した。 

 

(4) 社会教育 

ア  生涯学習事業の実施 

市民の生涯学習活動をより促進し、豊かな市民生活を築くことを目的に、令和元年度は

「学び愉しみ、広がる世界」を共通のテーマとして市民大学を開催しました。 

また、特設講座を2講座設置するとともに、誰でも参加できる一般開放講座を6講座設置す



教育委員会事務局 160 

 

るなど、講座の充実を図りました。 

イ  成人式典・イベント開催 

  令和2年成人式については、令和2年1月13日に記念式典と記念イベントの2部構成で行いま

した。581人の参加があり、新成人による企画運営委員会で選定した記念品として、ボールペ

ンを配布するとともに、文化パルク城陽に独自デザインの「記念プレート」を設置しまし

た。 

ウ  文化芸術活動の推進 

  市民の生涯学習活動を支援する立場から、市民文化の向上と発展のために会員自らが積極

的な活動に取り組む城陽市文化芸術協会に対し、市民文化祭をはじめとする年間の文化活動

事業への助成を行いました。 

  また、本市の文化芸術の振興に貢献された3人を、文化芸術功績賞として表彰しました。 

エ 学校支援地域本部の設置 

    学校活動の支援を進めるため、地域住民のボランティアによる「学校支援地域本部」を城陽

中学校、西城陽中学校に設置し、学校・家庭・地域の連携協力を推進しました。 

オ 国民文化祭記念事業の開催 

    「第26回国民文化祭・京都2011」で得られた感動を継続させるため、本市開催事業である和

太鼓について、さらなる発展と次世代への継承を目指し、文化パルク城陽において、令和元

年12月15日に「京都和太鼓フェスティバルin城陽」を開催しました。大正琴については、新

型コロナウイルス感染症拡大の状況に鑑み、令和2年3月15日に予定していた「大正琴の祭典i

n城陽」を中止しました。 

 カ エコミュージアムの推進 

   市内の地域資源を市民と共に保存・活用していく取組であるエコミュージアムを推進して

いくため、定期的な庁内会議の開催、地域資源キャラクターカード（10種各1,000枚）の作

成、まちの魅力再発見ツアーの開催（2回）、地域資源に関する見学会、講演会等を行いまし

た。 

また、歴史民俗資料館の展示や講座など、12件の事業をＪＯＹＯエコミュージアム事業と

して位置づけ、実施しました。 

 

(5) スポーツ・レクリエーションの普及及び振興 

ア スポーツ・レクリエーション活動の普及及び振興 

① スポーツ・レクリエーションの普及及び各種大会への支援 

 多くの市民が生涯スポーツに親しみ、気軽にスポーツに参加できるよう、ファミリーバド

ミントン等の様々なニュースポーツを中心に普及活動と指導を行うとともに、市民の健康づ

くりや体力づくりを目的に体力測定を行いました。 
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 また、城陽市スポーツ協会に対し、市民総合スポーツ大会等をはじめとする市民のスポー

ツ活動参加への機会拡大事業への助成を行いました。 

② 京都サンガＦ．Ｃ．支援事業 

 市のイメージアップとまちの活性化、青少年の健全育成、観光資源の創出を図るため、市

内循環バスにサンガＦ．Ｃ．応援イラストのラッピングやサンガ激励会、市民応援バスツ

アー（18試合分）などの事業を実施しました。 

イ スポーツ施設の管理・運営 

 市民プール、市民運動広場及び総合運動公園（スポーツゾーン）については、指定管理者

である（公財）城陽市民余暇活動センターにより、また、総合運動公園（レクリエーション

ゾーン）については、（株）ロゴスコーポレーションを指定管理者に指定し、その管理・運

営を行いました。 

① 市民プール 

市民プールは、7月10日から8月31日までの53日間開設し、11,177人の利用がありまし

た。 

② 市民運動広場 

 木津川河川敷運動広場は、多目的に利用できるグラウンド4面とテニスコート8面を擁

し、50,577人の利用がありました。 

  また、市民テニスコートは、14,563人の利用がありました。 

③ 総合運動公園 

 総合運動公園は、複合スポーツ施設として多くの方が利用されており、野球場やテニス

コートなどの屋外施設は、78,543人の利用があり、体育館競技場や格技場などの屋内施設

は、113,859人の利用がありました。 

④ 東城陽ふれあいスポーツ広場 

東城陽ふれあいスポーツ広場は、主に少年サッカーやグラウンドゴルフが楽しめるス

ポーツ広場として開放し、30,758人の利用がありました。 

ウ 宿泊施設の管理・運営 

   アイリスイン城陽及びプラムイン城陽については、（株）ロゴスコーポレーションを指

定管理者に指定し、その管理・運営を行いました。 

 ① アイリスイン城陽 

    宿泊は、4,307人の利用があり、カフェ、ＢＢＱスタジアム等は、一般・宿泊利用合わせ

て33,922件の利用がありました。 

  ② プラムイン城陽 

    宿泊は、6,156人の利用があり、レストラン等は、一般・宿泊利用合わせて62,007件の利

用がありました。 
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(6) 文化財保護 

ア 文化財保護推進事業 

史跡地の維持管理、市指定文化財等の修繕や、火災報知機点検等に補助金を交付しまし

た。 

イ 史跡等管理事業 

史跡地の日常的な管理や植栽管理等の委託によって、適正な維持管理に努めました。 

ウ 史跡等購入・整備事業 

史跡久津川車塚古墳の整備に必要な基礎資料を得るため、発掘調査を実施しました。ま

た、史跡久世小学校古墳の保存・活用のため、土地を買上げて公有地化を行いました。 

 

(7) 青少年健全育成事業 

「講演と映画のつどい」や市青少年健全育成市民会議主催の「ネットワークづくり懇談

会」、「立ち入り調査」やパトロールを実施し、青少年の非行防止と家庭や地域の課題につ

いての理解促進に取り組みました。また、「青少年の意見」発表会を開催し、青少年に対す

る共通理解と青少年の社会参加を推進しました。加えて、視聴覚教材を整備し利用に供する

など、学習機会の充実に努めました。 

次に、青少年の心の教育と自然体験の場として「自然とのふれあい登山」を実施するとと

もに、地域・学校が一体となって取り組む「オータムコンサート」の開催を支援しました。 

また、「地域で子どもを育てる風土づくり」の推進のため、市子ども会後援会協議会の

「子ども会スポーツまつり」の開催や、市青少年健全育成市民会議の「あそびのはくぶつ

館」の開催など、地域に根ざした青少年健全育成市民運動を支援しました。 

さらに、子どもたちが安全で安心して健やかに育まれる環境づくりのため、地域の方々の

理解と協力を得て、古川校区、富野校区及び青谷校区において「放課後子ども教室」を実施

しました。「土曜日子ども教室」については、久世校区において実施しました。 

 

(8) 図書館運営事業 

令和元年度図書館の入館者は、259,614人（1日当たり1,030人）、コミュニティセンター図

書室を含めた全登録者数は、33,257人（※うち市内登録者32,645人、市内人口比43.8％）、

資料の貸出総数は、441,348点（※市民1人当たり5.9点）、蔵書数は298,719冊（※市民1人当

たり4.0冊）になりました。 

図書館は、図書を約20万冊、視聴覚資料を約1万点所蔵しておりますが、さらに利用者ニー

ズに応じた図書資料の選定・更新を計画的に取り組むとともに、東部・青谷コミセン図書室

に利用者用検索端末（ＯＰＡＣ）を設置するなど、コミセン図書室との連携を図り、府内公
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立図書館等との相互貸借、インターネットの検索・予約貸出や府立図書館ｅサービスの実施

など利便性の向上にも努めました。 

また、図書館利用の促進と読書推進のため、各種ライブラリーの開催及び図書館所蔵資料

のテーマ展示を継続して実施しました。さらに、利用者アンケート結果を活用し、4 月からは

開館時間を午前 9時 30 分に変更し、貸出資料数の上限を図書・雑誌 10冊、視聴覚資料 4点ま

でとするなど利用者サービスの向上を図りました。 

「第二次城陽市子どもの読書活動推進計画」の事業については、小・中学生対象の「おす

すめブック 30」（4種類）の配布、「読書ラリー」の実施、小学校対象の「学校おはなしキャ

ラバン」の全校実施を継続して行いました。「おすすめブックリスト（乳幼児向け）」を

「おすすめブック 30」（2種類）として改訂し、こんにちは赤ちゃん事業及び 3歳児検診時に

配布し乳幼児や保護者への読書活動推進を図りました。学校図書館と連携した巡回図書の配

本及び団体特別貸出などの事業も引き続き実施し、読み聞かせ・本の修理ボランティアへの

育成・支援の事業も実施しました。 

さらに、雑誌コーナーを充実させるため、市内企業・団体等による雑誌提供の協力を得て

「雑誌スポンサー制度」を引き続き実施したほか、平成28年度に新たな財源確保対策として

開始した図書館ホームページによるバナー広告は市内企業1社より応募があり、掲載を行いま

した。 

（※印は、令和2年4月1日付け推計人口74,476人を使用） 

 

(9) 文化パルク城陽管理運営事業 

文化パルク城陽は、文化ホール、こども館、図書館、歴史民俗資料館などの複合施設の特

色と機能を生かした事業展開を図り、年間延べ約77万人の利用がありました。 

また、指定管理者である（公財）城陽市民余暇活動センターにより、施設の管理運営と、

多彩な文化事業が実施されました。 

 

(10) 歴史民俗資料館運営事業 

展示では、春の資料紹介「古墳のできるまで2019＋久津川車塚古墳発掘調査速報展」、帝

塚山大学附属博物館との共催による夏季特別展「自瓦自賛-瓦を解き明かす-」、秋季企画展

「寺田村の春夏秋冬-堀家の古文書にみる村の暮らし-」及び冬季特別展「ちょっと昔の暮ら

しと風景-1964東京オリンピックの頃-」を開催しました。 

普及活動は、勾玉・土器・和同開珎・御朱印帳作成などの各種教室、講演会及び出前講座

など延べ46回、資料館友の会などの共催事業として、古文書・仏像に関する講座、講演会及

び見学会などを16回実施し、全体で年間9,394人の利用がありました（うち、観覧者は6,360

人）。 
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また、調査研究として歴史・民俗に関わる調査や照会などに対応するとともに、文化財の

普及・伝承のための資料収集を行い、貴重な伝統芸能である「おかげ踊り」についても保

存・伝承に向けた活動の支援を行いました。 

さらに、ＳＮＳの積極的な活用として、フェイスブックで各種展示・教室の紹介や近況な

どを適時投稿することで情報発信の強化を図りました。 

 

(11) 学校給食業務 

学校給食法に定める栄養摂取・衛生管理に係る基準等を順守し、成長期にある子どもたち

の健康の保持・増進や、食事についての正しい理解・望ましい食習慣を養うことなどを目的

として、安全・安心で栄養バランスのとれた給食を実施しました。 

また、城陽産の米や新鮮な野菜などの食材を積極的に利用するとともに、アレルギー対応

給食として、卵除去食及びエビ除去食を実施しました。 

さらに、業務委託等による効率的な運営に努めるとともに、給食費の未納者に対する督促

を行うなど、適切な徴収に努めました。 

 

















































【別表1】公民館使用料

【別表2】市民プール利用者数

【別表3】文化パルク城陽管理運営事業

【別表4】総合運動公園整備事業

【別表5】総合運動公園整備事業（繰越）

（教育委員会）　別表

収入件数（件） 使用料（円）

4,240 2,023,660

1 100

4,241 2,023,760

公民館名

北公民館

久津川公民館

合計

（単位：人）

施設名 大人 小人 合計

市民プール 3,854 7,323 11,177

（うち免除） （232） （292） （524）

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

259,805,111
指定管理料
（文化パルク城陽西館Ａ
棟屋上防水事業）

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

委託料 264,205,111 0 4,400,000 0

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

工事請負費
（総合運動
公園）

51,165,000

工事請負費
（アイリス
イン城陽）

1,836,000

合計 53,001,000

6,101,000

レクゾーン改修工事
市民体育館トイレ洋式化
改修工事
アイリスイン城陽中庭盛
土工事
アイリスイン城陽張芝等
工事

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

0 46,900,000 0

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

131,080
レクゾーン改修工事
レクゾーン圧送ポンプ更
新工事

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

工事請負費 34,031,080 0 33,900,000 0
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（教育委員会）　別表

【別表6】小学校グラウンド整備事業

【別表7】小学校トイレ整備事業

【別表8】無線ＬＡＮ環境整備事業

【別表9】緊急連絡設備整備事業

【別表10】中学校体育館屋上庇修繕事業

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

169,520
富野小学校グラウンド整
備工事

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

工事請負費 34,769,520 0 34,600,000 0

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

合計 98,224,500

工事請負費 92,730,000
20,232,000 68,400,000 0 9,592,500

寺田西小学校トイレ改修
工事設計
久世小学校渡り廊下トイ
レ改修工事

委託料 5,494,500

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他
項目 事業費

特定財源
一般財源 内容等

委託料 16,200,000 0 12,100,000 0 4,100,000
小学校10校の普通教室に
無線ＬＡＮ機器（アクセ
スポイント）を設置

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

72,000
北城陽中学校体育館屋上
庇修繕

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

委託料 14,872,000 0 14,800,000 0

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

2,048,800
寺田西小学校を除く小学
校9校に緊急連絡設備を
設置

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

委託料 7,948,800 0 5,900,000 0
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（教育委員会）　別表

【別表11】中学校トイレ整備事業

【別表12】中学校屋上防水整備事業

【別表13】中学校ブロック塀改修事業（繰越）

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

合計 126,756,300

20,099,300

西城陽中学校トイレ改修
工事設計
東城陽中学校南校舎トイ
レ改修工事

工事請負費 122,460,800

委託料 4,295,500

15,657,000 91,000,000 0

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

6,427,080
西城陽中学校中校舎屋上
防水改修工事

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

工事請負費 25,327,080 0 18,900,000 0

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

合計 44,660,000

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

3,900,000

城陽中学校ブロック塀改
修工事
南城陽中学校ブロック塀
改修工事
北城陽中学校ブロック塀
改修工事

工事請負費 40,975,000

修繕料 3,685,000

13,060,000 27,700,000 0
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（教育委員会）　別表

【別表14】中学校対外運動競技等参加補助金

規模 補助金額

（人） 城陽中 西城陽中 南城陽中 東城陽中 北城陽中 （円）

全国 ジュニアオリンピック 2

陸上 6 1

9 柔道

近畿 陸上 7 6 7 2 1

柔道 1

水泳 1

26 体操 1

府 陸上 20 18 21 18 21

366 水泳 6 2 5 4

柔道 3 8 2

剣道 1

野球 17

ソフトテニス 8 8 2

体操 1 1

バレーボール 11

テニス 6

吹奏楽 26 31 47 19

サッカー 20

駅伝 9

マーチングコンテスト 31

山城 陸上 15 25 23

410 水泳 20 2 1 5 5

剣道 14

柔道 8

卓球 8 7

ソフトテニス 16 6 8

バスケットボール 32 13 16

バレーボール 11

バトミントン 1 1

ソフトボール 13

サッカー 20

野球 22

体操・新体操 1 1 1

駅伝 25 24 25 25 16

811 合　　　計 168 151 211 166 115 1,933,520

672,888

種目
学校別参加実人数（人）

181,680

50,200

1,028,752
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（教育委員会）　別表

【別表15】私立幼稚園就園奨励費補助金

【別表16】講師等謝礼内訳

満3歳児 3歳児 4歳児 5歳児 満3歳児 3歳児 4歳児 5歳児 合計

第1子 2 18 16 22 31,100 630,300 517,100 743,700

第2子 2 16 14 8 84,700 1,587,500 1,287,500 724,500

第3子 1 1 25,700 154,000

第1子 11 11 15 458,500 417,200 621,300

第2子 4 5 10 401,000 431,500 956,000

第3子 1 132,000

第1子 14 13 25 691,600 730,500 850,900

第2子 2 11 18 10 33,400 1,048,500 1,694,000 878,500

第3子 1 2 25,700 276,000

第1子 11 47 37 41 236,900 2,294,200 1,323,300 1,528,400

第2子 6 29 29 25 395,300 2,686,000 2,772,500 2,340,500

第3子 3 5 3 1 333,700 722,000 414,000 138,000

第1子 14 11 12 480,700 492,300 469,500

第2子 10 6 9 940,500 555,000 850,600

第3子 3 3 462,000 424,800

第1子 3 14 10 8 39,600 534,600 521,600 365,200

第2子 2 9 9 8 38,500 894,000 801,500 724,500

第3子 2 308,000

第1子 1 14 18 10 18,800 480,700 605,100 339,100

第2子 8 7 4 816,500 648,300 401,000

第3子 1 154,000

第1子 17 132 116 133 326,400 5,570,600 4,607,100 4,918,100 15,422,200

第2子 12 87 88 74 551,900 8,374,000 8,190,300 6,875,600 23,991,800

第3子 5 9 12 1 385,100 1,338,000 1,708,800 138,000 3,569,900

計 34 228 216 208 1,263,400 15,282,600 14,506,200 11,931,700 42,983,900

幼稚園名 対象者
対象者数(人) 補助金額（円）

家政城陽 5,786,100

平　　川 3,417,500

白　　鳥 6,229,100

佐　　伯 15,184,800

合計

青谷聖家族 4,675,400

芽 生 え 4,227,500

城陽市外
私立幼稚園

8園
3,463,500

（単位：回、人、円）

回数 参加人数 報償費

22 3,474 964,296

1 350 30,000

3,824 994,296

名称

城陽市民大学

サークルリーダー研修会

合計
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（教育委員会）　別表

【別表17】図書館資料購入内訳

【別表18】史跡久津川古墳群（久世小学校古墳）土地買上げ事業

【別表19】学校給食センター整備事業

（単位：円）

資　料　名 数　　　量 金　　額

図　　　書 7,394冊 11,175,763

視聴覚資料 308タイトル 2,114,690

雑　　　誌 182タイトル 1,878,603

新　　　聞 22紙 734,142

官報・地図 - 44,892

15,948,090合　　　計

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

合計 33,594,200

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

762,200
史跡久津川古墳群（久世
小学校古墳）土地買上げ

役務費 251,900

委託料 1,400,300

公有財産購
入費

31,932,000

需用費 10,000

26,832,000 6,000,000 0

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

工事請負費 2,116,800

備品購入費 772,596

合計 2,889,396

0 2,100,000 0 789,396

グランドケトル修繕工事
消毒用保管機設置工事
自動扉開閉装置取替工事
リース車両の購入費

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等
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